
 

《芸
術
文
化
交
流
施
設
整
備
事
業
》 

駅
南

地
区
の
大
規
模
施
設
と
し
て
注
目
さ
れ
て
い

る
、
「芸
術
文
化
交
流
施
設
」
（芸
術
ホ
ー

ル
）
の
Ｐ
Ｆ
Ｉ
契
約
が
６
月
議
会
に
は
か
ら

れ
ま
し
た
。
総
務
委
員
会
で
の
審
議
を

経
て
、
６
月
17
日
の
本
会
議
で
賛
成
多
数

に
よ
り
可
決
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
Ｐ
Ｆ
Ｉ

契
約
と
は
、
施
設
の
整
備
費
及
び
維
持

管
理
費
（15
年
間
）
を
含
む
も
の
で
、
こ

の
契
約
の
主
な
内
容
は
次
の
通
り
で
す
。 

• 

施
設
規
模
＝
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
一
部

鉄
骨
造
、
地
下
１
階
地
上
４
階 

• 

主
ホ
ー
ル
＝
固
定
席
７
９
７
席
、
立
見
席
26

席  

ア
ー
ト
ス
ペ
ー
ス
＝
移
動
客
席
２
６
１

席 

創
造
活
動
室
＝
７
室
（
稽
古
場
、
音
楽

練
習
室
等
と
し
て
利
用
）  

そ
の
他
施
設
＝

研
修
室
、
市
民
活
動
室
、
制
作
工
房
等 

• 

契
約
価
格
＝
62
億
15
百
万
円
（百
万
円
未
満
省

略
） 

オ
ー
プ
ン
予
定
時
期
は
平
成
25
年
５
月 

• 

契
約
期
間
＝
事
業
契
約
締
結
日
か
ら
平
成
40

年
３
月
31
日
ま
で 

 

総
務
委
員
会
に
お
け

る
豊
田
一
雄
の
質
疑
要

旨
は
次
の
と
お
り
で

す
。 

【質
問
】総
合
評
価
一
般

競
争
入
札
の
結
果
、
参

加
３
グ
ル
ー
プ
の
中

で
、
最
も
高
額
な
入
札

額
を
投
じ
た
グ
ル
ー
プ

が
落
札
し
て
い
る
。
提

案
内
容
の
評
価
点
が
、

７
億
円
も
の
入
札
価
格

の
差
を
逆
転
す
る
も
の

で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と

に
な
る
が
、
そ
の
主
な
理
由
は
何
か
。  

【答
弁
】利
用
者
の
利
便
性
・
快
適
性
、
豊
橋
の
ラ
ン

ド
マ
ー
ク
と
し
て
の
デ
ザ
イ
ン
、
す
ぐ
れ
た
観
賞
環

境
を 

実
現
す
る
機
能
、
長
期
的
な
運
営
視
点
と

5月臨時議会 5月14日に臨時議会が

開かれ、岩瀬篤副議長が選任されました。大

沢初男議長は辞職しなかったことにより、議長

として3年目に突入することになりました。各委

員会人事も行われ、豊田一雄は広域連携調査

特別委員会の副委員長に選任されました。 

6月定例議会 6月7日から17日まで行

われた6月定例会では、一般会計等補正予

算、芸術文化交流施設整備等事業の契約締

結など、18の議案が審議可決されました。補

正予算では、地域の雇用失業情勢が厳しい中

で、離職を余儀なくされた失業者等の一時的な

雇用・就業機会を創り出す「緊急雇用創出事

業」(86名分）などの他、昨年度問題になった

「不適正経理に伴う国庫補助金返還金」が22
年度予算に追加されました。補助金の目的外

使用などが発覚し、返還することとなった国庫

補助金額は約3千万円で一般会計、特別会

計、企業会計から支出。さらに経過分利息など

を含む加算金約1,250万円については、市長

をはじめ管理職職員の自主的負担による支出

となりました。なお、この件に関する職員の処

分は、本年3月にけん責、文書訓告、厳重注意

など計104人に対して行われています。 

豊橋市議会議員 
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い
っ
た
多
く
の
面
で
、
非
常
に
効
率
的
・
効
果

的
な
提
案
が
な
さ
れ
て
い
た
。
こ
れ
ら
の
内
容

が
、
芸
術
文
化
活
動
の
推
進
や
文
化
の
裾
野
の

拡
大
、
中
心
市
街
地
の
活
性
化
に
つ
な
が
る
と

し
て
、
審
査
委
員
会
で
の
高
い
評
価
と
な
っ

た
。  

【質
問
】今
回
評
価

さ
れ
た
効
率
的
・

効
果
的
な
提
案
と

い
う
も
の
が
、
本

当
に
市
民
に
と
っ

て
大
き
な
意
味
を

持
つ
も
の
な
の
か
。

過
剰
な
機
能
が
評
価
さ
れ
た
も
の
で
は
な
い

の
か
と
い
う
危
惧
も
あ
る
。 

【答
弁
】落
札
者
の
提
案
は
、
公
演
の
規
模
の

変
化
に
十
分
対
応
で
き
る
も
の
で
あ
っ
た
。
ま

た
、
明
快
で
、
連
動
し
た
配
置
、
動
線
計
画
を

実
現
し
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
長
寿
命
化

機
器
の
積
極
的
な
採
用
や
、
将
来
の
設
備
改

修
を
想
定
し
た
建
設
計
画
な
ど
、
契
約
期
間

の
15
年
だ
け
で
な
く
、
そ
の
先
の
20
年
、
30
年

を
見
据
え
た
ロ 

ン
グ
ラ
イ
フ
提
案
が
な
さ
れ

て
お
り
、
維
持
管
理
に
お
い
て
他
よ
り
コ
ス
ト

縮
減
が
図
ら
れ
る
な
ど
、
将
来
の
負
担
軽
減

に
つ
な
が
る
も
の
と
し
て
、
審
査
委
員
会
か
ら

高
く
評
価
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。  

 

《一
般
質
問
》６
月
７
日
か
ら
三
日
間
行
わ
れ

た
一
般
質
問
で
は
19
名
の
議
員
が
登
壇
し
、
そ

れ
ぞ
れ
市
の
考
え
方
を
た
だ
し
ま
し
た
。 

 
 

以
下
に
豊
田
一
雄
の
一
般
質
問
で
の
質
疑
応

答
の
要
旨
を
記
し
ま
す
。 

６月定例市議会 5月6月議会の流れ 

芸術文化交流施設建設予定地 



 昨年5月に発足した総合計画調査特別委員会の第3回

委員会が4月27日に行われました。平成23年度からス

タートする第5次総合計画策定状況報告に対する、豊田

一雄の質疑応答は以下の通りです。 

【質問】10年前とは時代環境が大きく変わっているにも

かかわらず、まちづくりの基本理念を、早川市長の下で

つくられた第4次総合計画と同じ「ともに生きるまち」にし

ようとしている。どのような検討が行われた結果、第4次

と同じ基本理念にしようとしているかについて伺う。 

【答弁】「ともに生きるまち」は、時代の趨勢に影響を受け

るものではなく、私たち豊橋市民が共通して認識する普

遍的 な理念であると認識している。今回、市民自治やス

• 5月14日に役員改選を行い、新たに以下の体制となりました。 
会長：佐藤多一 副会長：坂柳泰光 政調会長：豊田一雄 

• 6月議会での一般質問（豊橋みらいは3名が質問） 
佐藤多一議員 

1. 中・長期財政見通しと財政計画について 
2. 三河材の利用促進について 

3. ＡＥＤの設置状況と普通
救命講習について 

杉浦正和議員 

1. 食糧安全保障と農業振興を両立させる取り組みについて 
豊田一雄議員 

 前述のとおり 

http://www.geocities.jp/sigimirai/ 

総合計画調査特別委員会  

[
市
電
な
ど
軌
道
型
公
共
交
通
の
充
実 ] 

[

質
問] 
①
豊
橋
駅
を
中
心
に
Ｊ
Ｒ
、
名
鉄
、
豊
鉄
（渥
美

線
、
市
電
）が
放
射
状
に
軌
道
型
公
共
交
通
が
走
っ
て

い
る
。
と
こ
ろ
が
、
西
部
方
面
に
は
市
民
病
院
、
豊
橋

西
高
校
、
総
合
体
育
館
な
ど
、
運
転
免
許
証
を
持
た
な

い
人
も
多
く
利
用
す
る
施
設
が
あ
り
な
が
ら
、
バ
ス
し

か
通
っ
て
い
な
い
。
市
電
な
ど
軌
道
型
公
共
交
通
の
整

備
の
必
要
性
を
ど
う
考
え
る
か
？ 

②
本
市
の
公
共
交
通
は
全
て
民
間
で
運
営
さ
れ
て
お

り
、
充
実
し
て
い
く
た
め
に
は
、
あ
る
程
度
の
利
用
者

が
あ
る
か
が
重
要
な
こ
と
。
パ
ー
ク
＆
ラ
イ
ド
、
パ
ー

ク
＆
サ
イ
ク
ル
の
促
進
に
向
け
、
駐
車
（
輪
）
場
の
充
実

を
ど
の
よ
う
に
考
え
る
か
？  

[

答
弁] 

①
市
の
西
部
方
面
は
路
面
電

車
の
延
伸
を
考
え
る
上
で
の
一
つ
の

候
補
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。
し
か

し
な
が
ら
、
用
地
確
保
や
多
額
整
備

費
用
、
将
来
的
な
維
持
費
と
い
っ
た
多

く
の
課
題
が
あ
る
。
現
段
階
で
は
事
業

者
に 

よ
る
軌
道
の
延
伸
は
非
常
に
難

し
い
と
考
え
て
い
る
。
今
後
、
走
行
空

間
の
整
備
方
法
や
国
な
ど
の
公
的
支

援
制
度
、
ま
た
持
続
可
能
な
運
営
形

態
の
可
能
性
な
ど
を
調
査
研
究
す
る

中
で
、
延
伸
の
可
能
性
に
つ
い
て
検
討

し
て
い
き
た
い
。 

②
現
在
、
主
要
な
駅
や
電
停
に
は
、
行
政
、
鉄
道
事
業

者
な
ど
に
よ
り
一
定
の
駐
車
場
や
駐
輪
場
が
整
備
さ

れ
て
い
る
。
新
た
な
施
設
を
整
備
す
る
場
合
、
適
切
な

設
置
場
所
の
選
定
と
用
地
の
確
保
が
必
要
と
な
る
こ

と
か
ら
、
具
体
的
な
設
置
場
所
や
整
備
の
手
法
、
実
施

主
体
に
つ
い
て
、
鉄
道
事
業
者
と
も
調
整
す
る
な
か
で

勉
強
し
て
い
き
た
い
。  

【ま
と
め
】佐
原
市
長
は
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
中
で
「市
電
の
コ
コ

ニ
コ
延
伸
と
医
療
セ
ン
タ
ー
延
伸
に
つ
い
て
の
可
能
性

検
討
調
査
を
実
施
」と
言
っ
て
い
る
。
市
内
西
部
方
面
、

中
央
部
の
コ
コ
ニ
コ
方
面
、
合
同
庁
舎
方
面
、
東
部
の
医

療
セ
ン
タ
ー
方
面
な
ど
、
路
面
電
車
で
結
ば
れ
る
よ
う

に
な
れ
ば
、
新
し
い
町
づ 

く
り
の
可
能
性
が
考
え
ら
れ

る
。
市
電
の
延
伸
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
は
、
企
画
か
ら

実
現
ま
で
大
変
時
間
が
か
か
る
わ
け 

で
、
景
気
が
よ

く
な
っ
て
か
ら
で
は
手
遅
れ
に
な
る
。
今
こ
そ
夢
を
描

き
始
め
る
べ
き
時
期
と
言
え
る
。 

[

総
合
動
植
物
公
園
の
あ
り
方 ] 

[

質
問]

総
合
動
植
物
公
園
に
は
毎
年
一
般
会
計
の
１
％

も
の
税
金
を
投
入
し
て
い
る
。
こ
れ
は
他
都
市
と
比
較

し
て
突
出
し
た
数
値
で
あ
る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
市
民

の
た
め
の
レ
ジ
ャ
ー
・
教
育
施
設
な
の
か
、
観
光
資
源
と

し
て
多
く
の
観
光
客
を
誘
引
す
る
存
在

な
の
か
、
方
針
が
明
確
で
な
い
。
今
後
、

そ
の
方
針
を
ど
の
よ
う
に
考
え
、
施
設

の
選
択
と
集
中
を
は
か
っ
て
い
く
の
か
。  

[
答
弁]

施
設
や
設
備
の
老
朽
化
な
ど
が

進
み
、
修
繕
や
改
修
工
事
な
ど
の
維
持

管
理
経
費
も
増
大
し
て
い
る
。
新
規
の

施
設
整
備
や
遊
具
導
入
も
非
常
に
難
し

い
状
況
が
あ
る
。
そ
こ
で
、
こ
れ
ま
で
の

基
本
方
針
に
加
え
、
よ
り
広
範
な
地
域

か
ら
の
観
光
客
も
誘
引
す
る
施
設
な

ど
、
基
本
方
針
を
再
構
築
、
明
確
化
し
、

園
内
各
ゾ
ー
ン
に
お
け
る
施
設
や
設
備
の
再
整
備
を

は
か
っ
て
行
き
た
い
。 

 [

平
和
・交
流
・共
生
の
都
市
宣
言
推
進
計
画 ] 

 

市
政
百
周
年
を
契
機
に
つ
く
ら
れ
た
「
都
市
宣
言
」

を
推
進
す
る
た
め
、
昨
年
３
月
に
推
進
計
画
が
策
定
さ

れ
た
。
そ
れ
か
ら
一
年
後
の
進
捗
状
況
を
確
認
。
質
問

を
通
し
て
、
都
市
宣
言
の
実
践
に
よ
り
、
日
本
人
の
子

ど
も
、
外
国
人
の
子
ど
も
た
ち
が
と
も
に
夢
を
持
て
る

社
会
の
実
現
に
に
向
け
、
一
層
の
努
力
を
訴
え
た
。 

トックの活用に対する意識の高まりを受けて、役割と責任の

自覚や限られた地域資源の活用に関する表現 を付け加えて

いる。   

【質問】「目指すべきまちの姿の考え方」や「目指すべきまちの

すがたのイメージ」 は内向きな話ばかりであり、東三河や愛

知県、中部圏などに対してどのように貢献していくかということ

が全く示されていない。広域的に本市がどのように互恵関係

を築いていくのかについて示すべきではないか？ 

【答弁】 地方主権時代が展望される中、これまで以上に自立

した行政運営が求められるとともに、国県や他都市との連携・

協力関係を築くこと の意義は益々大きくなると認識している。 

この認識については、総合計画の中で示す必要があると考え

ているが、記載箇所については「目指すべきまちの姿」を含め

て現在検討 を進めている。  
※月２回程度、メールマガジ

ンを配信しています。ご希望

の方は、下記ホームページで

アドレス登録をお願いします。 

http://toyo.pbeins.net/mm.html 

豊橋みらいニュース 


